
 

１ 国際園芸博覧会推進事業の取組状況 

（１）国際園芸博覧会の概要 

国際園芸博覧会は、国際的な園芸文化の普及や花と緑のあふれる暮らし、地域・経済の創

造や社会的な課題解決等への貢献を目的としています。 

横浜で開催する国際園芸博覧会は、国家的プロジェクトとなる博覧会（A1 クラス）で、国

内では 1990 年に大阪で開催された「国際花と緑の博覧会（花の万博）」があります。A1 ク

ラスの博覧会を開催するためには、国際園芸家協会（AIPH）（※１）の承認と、博覧会国際

事務局（BIE）（※２）の認定が必要です。令和元年に市が AIPH の承認を得ており、今後、

国が BIE の認定に向けた申請を行います。 

 
※１ 国際園芸家協会（AIPH：Association 

 Internationaledes Producteurs de l'Horticulture） 

国際的な非営利組織で、国際園芸博覧会の承認を行 

う主体。日本では一般社団法人日本造園建設業協会 

が会員。 

※２ 博覧会国際事務局（BIE：Bureau International des 

Expositions） 

すべての国際博覧会の監督及び調整を担う政府間 

組織。A1 クラスの国際園芸博覧会は、BIE による認 

定を受ける必要がある。 

 

 

（２）横浜国際園芸博覧会具体化検討会報告書 

農林水産省及び国土交通省は、BIE の認定に向けて、国際園芸博覧会の計画案について

充実すべき事項等を検討、助言するため、有識者からなる「横浜国際園芸博覧会具体化検

討会」を設置しました。 

検討会は、令和２年 10 月から令和３年３月までに計３回開催され、パブリックコメン

トを経て、５月に報告書が取りまとめられました。 

 

【参考１】横浜国際園芸博覧会具体化検討会報告書 概要 （別紙） 

 

【参考２】委員名簿                      （令和２年 12 月 21 日時点。氏名 五十音順。敬称略） 

氏名 役職等 

賀来 宏和 千葉大学大学院園芸学研究科客員教授 

岸井 隆幸 日本大学理工学部土木工学科特任教授 

北川 フラム アートディレクター 

隈 研吾 東京大学特別教授・名誉教授 

柴田 道夫 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 

保井 美樹 法政大学現代福祉学部・人間社会研究科教授 

横張 真 東京大学大学院工学系研究科教授 

涌井 雅之（座長） 東京都市大学特別教授 

和田 新也 一般社団法人日本造園建設業協会会長（AIPH日本代表） 

 

 

（３）環境影響評価 

横浜市環境影響評価条例に基づき、環境影響評価の計画段階配慮書の縦覧（令和３年４月

５日～４月 19 日）を行いました。 

審査会でのご意見及び市民等からの環境情報提供書を踏まえ、６月に環境創造局より配慮

市長意見書が公告・縦覧される予定です。 

 

（４）2027 国際園芸博覧会推進委員会 

昨年 11 月に設立された「2027 国際園芸博覧会推進委員会」では、令和３年度中（秋以降）

に予定している博覧会の開催組織（2027 国際園芸博覧会協会（仮称））の設立準備や、全国

的な機運醸成等の取組を進めていきます。 

令和３年度定期総会を６月に書面開催し、令和２年度の事業報告・収支決算及び令和３年

度の事業計画・収支予算を審議する予定です。 

 

（５）広報ＰＲ・機運醸成 

ア 市庁舎公共スペースでのＰＲ 

令和３年５月１日から 10 月 31 日までの間、市庁舎１階アトリウムの大型ビジョンにＰ

Ｒ動画を放映しています。 

また、環境創造局が実施しているガーデンネックレス横浜のローズウィークと連携し、

５月 12 日から 24 日までの間、市庁舎２階プレゼンテーションスペースでパネル等の展

示、ＰＲ動画及び有識者インタビュー動画の放映、チラシ・ノベルティグッズの配布を行

いました。 

 

 

 

 

 

 

  イ 2022 年アルメーレ国際園芸博覧会日本国出展への協力 

2022 年４月にオランダで開催されるアルメーレ国際園芸博覧会において、横浜で開催

する国際園芸博覧会の広報ＰＲのため、日本国出展エリアの企画、設計、演出に協力し

ます。 

 

【参考３】2022 年アルメーレ国際 

園芸博覧会の概要 

    会 期：2022 年４月 14 日～10 月９日 

    開催地：オランダ王国アルメーレ市 

    テーマ：成長する緑の都市 

（Growing Green Cities） 

    種 別：A1 クラス 

    

 

 

年 開催国（都市） 参考（登録博） 
2015  ミラノ万博 
2016 トルコ（アンタルヤ）  
2019 中国（北京）  
2020   
2021  ドバイ万博 
2022 オランダ（アルメーレ）  
2023 カタール（ドーハ）  
2024   
2025  ⼤阪・関⻄万博 
2027 ⽇本（横浜）  

旧上瀬谷通信施設における国際園芸博覧会の開催及び基盤整備に向けた取組状況について（報告） 

資料３ 

建築・都市整備・道路委員会 

令 和 ３ 年 ６ 月 ３ 日 

都 市 整 備 局 

裏面あり 

＜アトリウムでの放映＞ ＜プレゼンテーションスペースでの PR＞ 

※１ ※2 

 
国際園芸博覧会 

（2027） 
横浜 

【参考４】国際園芸博覧会（認定博）の開催状況 



２ 土地区画整理事業（まちづくり）及び新たな交通の導入・周辺道路整備の取組状況 

（１）土地区画整理事業（まちづくり） 

令和２年３月に策定した「旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画」に基づき、農業振興ゾー

ンや観光・賑わいゾーン等の具体的な土地利用について、地権者と個別面談や意見交換等を

行いながら、検討を進めています。 

あわせて、市施行での区画整理事業実施に向け、都市計画法や環境影響評価法に基づく手

続を進めており、６月に環境影響評価準備書の公告・縦覧を行う予定です。 

また、桜並木のこれからについて検討を進めていくため、７月から地権者や連合町内会

長、市民の皆様等で構成する「海軍道路の桜並木に関する懇談会」を開催していく予定で

す。今後、懇談会で意見交換を行い、桜並木再生の方針を取りまとめていきます。 

 

（２）新たな交通の導入・周辺道路整備 

新たな交通の導入では、これまでに実施した測量や地質調査などの成果を基に、基本設計

や詳細設計を進めます。あわせて都市計画法、環境影響評価条例、軌道法に基づく手続を引

き続き進めていきます。 

周辺道路整備（八王子街道の拡幅、瀬谷地内線の整備）では、これまでに実施した測量や

地質調査などの成果を基に、詳細設計を行うとともに、用地取得を進めます。あわせて関係

機関との協議を行い、都市計画法に基づく手続などを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考５】令和３年度以降の主なスケジュール 

 

 国際園芸博覧会 

推進事業 

土地区画整理事業 

（まちづくり） 

新たな交通の導入 

周辺道路整備 

令和 

３年度 

●事業検討・機運醸成【市】 

●環境影響評価配慮書・方法

書の公告・縦覧【市】 

●「横浜国際園芸博覧会具体

化検討会」報告書の取りま

とめ【国】 

●閣議了解【国】 

●BIE 協議（認定申請に向け

た協議）を開始【国】 

●「2027国際園芸博覧会協会

（仮称）」設立【推進委員

会】 

●地権者との調整 

●設計・測量・調査の実施 

●都市計画案公告・縦覧 

●環境影響評価準備書の公

告・縦覧 

 

●設計・測量・調査の実施 

●用地取得 

●都市計画市素案の公告・縦

覧、説明会の実施 

●軌道法特許申請 

●都市計画案公告・縦覧 

●環境影響評価準備書の公

告・縦覧 

令和 

４年度～ 

●BIE 認定申請、承認【国】 

●環境影響評価準備書・評価

書の公告・縦覧【協会】 

●博覧会基本計画の策定、会

場設計、工事【協会】 

●地権者との調整 

●環境影響評価評価書の公

告・縦覧 

●都市計画決定 

●事業計画決定 

●工事実施 

●環境影響評価評価書の公

告・縦覧 

●都市計画決定 

●軌道法工事施行認可申請 

●用地取得 

●工事実施 

令和９年

３月 

国際園芸博覧会の開催 

 

＜土地利用基本計画（土地利用ゾーン）（令和２年３月策定）＞ 



ICT等を活用した
持続可能なまちづくり

グリーンシティ・イニシア
ティブによるまちづくり

花・緑・農・大地を
いかしたまちづくり

交流による賑わいと
活気あるまちづくり

今後の取組について

 会場内外の農地や研究機関等と連
携し、緑化・花き園芸等に関わる
最新技術を用いた生産を具体的に
実践、その成果を博覧会にて検証

 会場区域を様々な主体による取
組の実験場として活用

 横浜市の中心部や日本各地との
連携による、園芸博を活用した
全国的な誘客や発信の展開

 会場周辺部も含め都市郊外部
の実際の農の取組（生産、生
活等）を紹介できるよう農家
と連携した準備

 人々と企業が繁栄する活気ある
都市の創造における植物の役割
を促進する「グリーンシティ・
イニシアティブ」を標榜したま
ちづくり

 定量的な検証に基づく基盤整備
等へのグリーンインフラの導入

 返還施設の大規模
な土地利用転換

 国の推進する政策
を踏まえた横浜市
のまちづくり

 園芸博後を見据え
たまちづくりガイ
ドラインを共有、
会場整備から博覧
会後まで引き継ぐ

世界的な環境変化
を踏まえた国の政
策の実践

 現計画案をさらに充実させ、我が国におけるSDGsの推進、世界的な環
境変化を踏まえた国の施策の加速化において重要な博覧会とすべき。

 新型コロナ禍を経た新しい価値観に基づき、社会や都市のあり方につ
いて議論し、地球の自然環境を支えている植物に関する博覧会として、
新たな時代に何を発信すべきか、検討、具体化が必要である。

「環境とともに生
きる」知恵を世界
に提示

国
際
園
芸
博
覧
会

博
覧
会
後
の

更
な
る
展
開

通
信
基
地
跡
地
の

土
地
利
用
転
換

上瀬谷において国際園芸博覧会の理念が継承され、SDGs実現やグリーン社会に向けた日本モデルとして、まちづくりでは、ICT
が活用され、グリーンインフラが実装されるとともに、農ある生活が営まれ、花と緑を介した国内各地との交流が続く。
これらが国内外に広がることで、横浜国際園芸博覧会の理念が水平展開されていく。

「環境と共に生きる」知恵・行動を世界に伝播

 ICT技術を駆使した、現実の
会場での体験とは異なる魅力
的な体験を提示

 デジタルを活用した環境負荷
低減、循環型社会形成の提案

 会場、会場周辺にて人々に実
際の農の取組をみせる

 日本の優れた花き品種や技術
をアピールするコンペティ
ション、展示内容

 日本各地の庭園を展示し、
各地の文化、観光資源等を
発信

 日本各地の観光地へのハブ
として、情報発信、花と緑
をテーマとする観光の展開

 グリーンインフラ技術を評価
するコンペティションの開催
による最新技術の共有

 グリーンインフラが実装され
た会場や会場設備自体を展示
の一つとして発信

デジタルによる
循環型社会の提案

グリーンインフラで創る
国際園芸博覧会

人と自然の関係が
見える農・園芸文化

花と緑をテーマ
とする観光の展開

• 気候変動等の世界的な環境変化を踏ま
えた国の政策を実践する場として、旧
上瀬谷通信施設のまちづくりを展開す
るとともに、会場区域を多様な主体に
よる新たな取組の実験場として活用

• その成果を国際園芸博覧会において、
SDGs実現に貢献し、その先の社会も見
据えた日本モデルとして提示

• 国際園芸博覧会の理念が国内外に継承
され、SDGs実現やグリーン社会に向け
た日本モデルの主流化に向け先導的役
割を果たす

緑化・花き園芸等を中心に、最新技
術の実証、モデルケースの場として、
人々が最新技術を取り入れていく契
機となるための取組を実践する

Society5.0の推進

旧上瀬谷通信施設全体で定量的な検
証に基づきグリーンインフラを実装
させ、博覧会展示としても会場全体
で先進的な取組を発信する

グリーンインフラの実装

コンペティション、花き品種・先進
技術や持続可能な農業の展示、実際
の農の取組の紹介により日本の優れ
た花き園芸技術や農業・農村、里山
文化の重要性を発信する

花き園芸文化の振興等を
通じた農業・農村の活性化

博覧会会期中の会場を観光資源と捉
えるだけでなく、周辺地域との連携
やPRを展開するとともに、会期前か
らの誘客を進める

観光立国や地方創生の推進

博覧会の開催意義が、施設跡地返還
後のまちづくりにおいて、確実に継
承され、ひいては国内各地に広く展
開されるための取組を進める

通信施設跡地の返還とまちづくり

SDGs実現やグリーン
社会に向けた日本モ
デルの実現・主流化

横浜国際園芸博覧会具体化検討会報告書 概要

・開催期間：
2027年3月～9月（6か月）

・博覧会区域：
約100ha

・参加者数：
1,500万人
（多様な参加形態を含む）

幸せを創る明日の風景 Scenery of The Future for Happiness
自然との調和
Co-adaptation

新産業の創出
Co-creation

緑や農による共存
Co-existence

連携による解決
Co-operation

SDGs目標年の３年前に開催される博覧会として、これまでの取組の成果確認と

総仕上げ、さらには2050年カーボンニュートラルの実現、気候危機への対応など、グリーン

社会の実現に貢献するため2030年以降を見据えた多様な主体の新たな取組を共有する

SDGs実現に貢献し、その先の社会も見据えた日本モデルの提示

⽇本で国際園芸博覧会を開催する意義

Society5.0の推進
グリーンインフラの実装

花き園芸文化の振興等
を通じた農業・農村の

活性化

観光立国や
地方創生の推進

■国際園芸博覧会としての深化について

 開催前から積極的な機運醸成が必要である。
 現計画案では、様々なコンテンツが記載されているものの、上図に示

す視点等を持ちながら、更なる具体化が必要である。
 今後、本園芸博で展示、発信される内容から参加者等が得る体験を、

より具体的に示すことが、他国や企業等に対して本園芸博への参加意
欲を喚起することにつながる。

■コンテンツの更なる具体化について

 公園整備、会場整備、参加者の出展、事業
費及び財政的な役割分担等について実現性
の観点等で更なる精査が必要である。

 園芸博に必要となる施設等の整備方針、園
芸博覧会の成否を図る指標について具体的
な検討が必要である。

■事業構造について

 BIE（博覧会国際事務局）に対し、横浜国際園
芸博覧会の現計画案を基に、認定に向け、日本
政府（国）として協議を行う。

 現時点の横浜市の計画案について引き続き課題
を整理し、内容について更なる精査が必要であ
る。

■今後の手続きに向けて

01151071
テキストボックス
別紙



横浜市における国際園芸博覧会(案)横浜市における国際園芸博覧会(案)横浜市における国際園芸博覧会(案)

開催概要

事業方針

2027横浜国際園芸博覧会（計画案）

開 催 場 所：旧上瀬谷通信施設 開 催 組 織：2027国際園芸博覧会協会（仮称）
開 催 期 間：2027年３月～９月 参 加 者 数：1,500万人（ICT活用や地域連携などの多様な参加形態を含む）

博覧会区域 ：約100ha （有料来場者数 1,000万人以上）

■将来の土地利用

博覧会区域は「観光賑わいゾーン」「公園・防災ゾーン」
にまたがって設定し、開催後の土地利用にあたっては、計
画地全体で園芸博覧会のレガシーを継承・発展

・会場内に６つのVillageを配置
・テーマの体現につながるメッセージを各Villageに設定し、多様な価値観
の人々を集める

・各Villageでは、展示や庭園、飲食などの様々なコンテンツを配置し、
来場者に様々な切り口でメッセージを提示

・ICTの進展や価値観の多様化に伴い、地縁に代わる共通要素
（理念や趣味など）を介したコミュニティのあり方が多様化

・Village内の各コンテンツが、コミュニティ構築に必要な機能
（人を集める、交流を促す、体験を提供する）を担う

・Villageにおける体験をきっかけとして、参加者が自らのくらし
の中で新しいつながりをつくり、コミュニティの構築や維持に
関われるような仕組みを展開

◆Villageによるコミュニティの再構築

■展示・行催事計画

公式行催事等

セレモニーやナショ

ナルデー・スペシャ

ルデーなどの公式行

催事、および参加者

がテーマに即して実

施する行催事

行
催
事

「種」ミュージアム（例）

展
示

中核となる展示・テーマ展示庭園

誓いの樹（例）

テーマへの訴求力の高い展示、国際色豊かな庭園、魅力的な植物など、多様性に富んだ展示

独自企画のコンペティション

製品コンペティション

屋内庭園・屋外庭園コンペティション

花き・園芸を中心とした産業の発展や、国際的なつながりの醸成を図る行催事

各国・各地の風土・
文化・伝統や花き・
園芸産業を支える技
術など多様な庭園

花き等観賞用植物、果物、野菜等のコンペティション（例）
・カーネーション（日本の高い技術を発信しブランド化）
・盆栽（日本文化の発信）
・バラ（日本はバラの自生地）
・ユリ（開港時、横浜からのユリ根の輸出の歴史）
・フルーツ（日本の高付加価値な果物のPR）

常設展示される各国・各地の庭園のコンペティション

テーマ実現に向けた独自コンペティション（例）
・グリーンインフラの実装
・住民が主体的にまちづくりに関わる

グリーンコミュニティ
・ICTを活用した「農のある暮らし」
・横浜野菜を用いた料理
・花き・園芸産業の発展に資する取組
・農法指定で育てた作物

花き等

高品質な花きや各国・
各地の魅力的な植物、
最先端の育種技術の
展示

博覧会全体の象徴となる展示や、集客性と話題性が高く魅力的な展示

■事業構造

• 会場の基盤については、将来のまちづくりを見据え、土地区画整
理事業及び都市公園事業等により計画的に整備

• 新たな交通システム及び周辺各駅からのシャトルバスによる輸送
を基本

• 公共交通への転換により、自家用車による来場を抑制し、周辺道
路渋滞を緩和（2050カーボンニュートラルの実現を先導）

• 会場外駐車場を整備し、「パーク＆ライド」を実施

■輸送計画

■資金計画

• 会場建設費 320億円
財源：国、地方自治体、民間の負担を想定
支出：出展関係建設費、サービス・管理施設整備費、

庭園・花壇・緑地の整備等

• 運営費 360億円
収入：入場料収入が中心、物販収入等
支出：事業運営、会場管理、観客対策、広告宣伝費、

庭園・花壇・緑地の維持管理費等

農地農地

ゲート

ゲート

Village
1

公式参加
1

⼤催事
施設

屋外催事
広場

飲⾷施設

サービス
施設

駐⾞場

サービス施設 メイン
展⽰施設 公式参加

2
屋内展⽰施設
(主催者、国内)

運営施設

運営施設

Village
4

屋内展⽰施設
(国際)

⼩催事
施設

Village
3

Village
5

Village
6

飲⾷施設
⽇本庭園

公式参加
3

Village
2

アクティビティ 宿泊

体験型飲⾷ 宿泊

農地農地

市民の森市民の森

会場外への展開
（森林・庭園ツーリズム等）

◆テーマを体現する多様なコンテンツの集合体
（Village）を会場内に分散配置

Villageイメージ

ゲノム編集食品の
可能性

公園愛護会と連携した
里山体験 世界の伝統的な

お祭り体験

庭園・農園住居がデザインされた
農のある暮らし

リサイクル着物生地を
利用したファッションショー

次世代植物工場・
スマート農業

食料残渣によるバイオガス
生成と発電

世界の朝ごはん

アート花壇
コンテスト

Village

■会場配置(イメージ)

デジタル技術で
リアルに彩られる
花・緑の多様性

⽣物多様性が科学技術の
進歩に重要であることを
発信し、リアルの重要性
を再定義するとともに、
新産業の創出につなげる

Village 1

新技術がもたらす⾃然共⽣の
ライフスタイルへの転換

技術の進展で可能になる⾃然とふれあう時
間が充実したライフスタイルを提案

Village 2

エコと共存した循環型社会
上瀬⾕の特徴の⼀つである農に着
⽬し、⾃然の機能を賢く利⽤し、
Village内での100%サーキュラー
エコノミーを実現

Village 3

世界の⽂化がそろい
咲き誇る国際交流

世界の花や緑、農、⾷などをテー
マにした⽂化の紹介や体験を通し
た国際交流を提供

Village 4

みどりの⼒で造る
フレキシブルな社会
防災に関する⾃然の機
能を活⽤した先⼈たち
の知恵や、⼈が⽣きて
いくうえで必要な⽔や
⾷料に関する技術や知
恵を紹介

Village 5

多様なコミュニティが
織りなす園芸⽂化

園芸や植物をテーマにし
たアートや伝統⽂化を通
じたコミュニティの形成
や先端技術による新たな
価値感を提案

Village 6

展開

シンボル
ガーデン

新しいつながり

コミュニティの再構築
多様なコミュニティの共存

⼈と⼈、⼈と⾃然
のつながり

幸せを体感

行動変容

意識変容
Village

人を集める 交流を促す

体験を提供

花や緑、自然と人とのつながりがもたらす様々な幸せにあふれた未来の風景を表現

中核展示(例)

多様な主体が、自らの行
動、想いを誓いの木に託
し、博覧会の象徴となり、
リアルとバーチャルが連
動する生命の“樹”を
育成

遺伝子資源、人から人
へ種が継承された歴史
等をICTを活用した展
示で学び、農家やNPO
等と連携し、新たな園
芸・農業に展開

■テーマ

幸せを創る明日の風景
Scenery of The Future for Happiness

■サブテーマ

緑や農による共存
Co-existence

連携による解決
Co-operation

新産業の創出
Co-creation

自然との調和
Co-adaptation

◆花・緑・農などをシンボルとして持続可能な循環型社会に向けた⽇本モデルを提⽰

幸せを感じる花、幸せを導く緑、幸せを運ぶ農(みのり)、それを⽀えるコミュニティと⽔と⼤地

◆レガシーとして、博覧会で実装されるグリーンインフラ等とともに次世代へ継承

会場内に様々な⾵景(Scene)を展開

世界中の新しくて懐かし
い幸せの風景を、花、緑、
農のリアルを主体に展示




